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2No.8372023

広告

contents

同封されている
付録も
ご覧下さい●企業PR便のご案内

●企業広告募集のご案内

●速習！新入社員研修～ロープレ付！
社会人としての基礎研修～のご案内

●クラウドファンディングと事業承継セミナーのご案内

●「Ａ4」1枚チラシで今すぐ売上をあげる
すごい方法セミナーのご案内

●事業承継講演会　セミナーのご案内

●格安HP制作・PCレンタルサービスのご案内

●「稼ぐ力」事例報告のご案内

●2024年問題対策（建設業向け）のご案内

●キャッシュフロー経営講座のご案内

岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交

特集

確定申告のお知らせ
新会館「中小企業振興会館」建設

電気料金の大幅な値上げの
負担軽減に向けた更なる支援を要請
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中小・小規模事業者、個人事業向け
支援制度のご案内
賃金実態調査報告書／小冊子配布のご案内
記帳継続指導のご案内／インボイス制度について
源泉所得税ダイレクト納付／
独占禁止法相談ネットワークのご利用案内
うちなー健康企業会 
第３回定例会＆セミナー開催のご案内
生命共済制度のご案内
女性会だより「明星」
ハイサイ！那覇青年部
会員企業のPR掲示板「私たちの会社」掲載企業大募集！
沖縄県　最低賃金のお知らせ
潮流を読む　「高まる世界同時不況リスクの中で求められる政策の舵取りとは」
ITを事例からひも解く　
「建設現場の作業報告・経営の見える化が各段にスピードアップ―『共創』の事例」
ジュンク堂書店那覇店　今売れている書籍ランキング
沖縄科学技術大学院大学 OIST
ニモが住む宿主イソギンチャクの触手から
新たな遺伝子情報が明らかに
おきみゅー（沖縄県立博物館・美術館）
最近「カタツムリ」にハマっています！
事務局日誌／表紙紹介
第10回わったー那覇めしグランプリ

確定申告（令和5年3月15日締切分）に関するお知らせ 

ご相談は　　　　　　　　　　となります。

予約はお電話で ☎098-868-3759 

確定申告のご相談について

3月１日～10日は特に混み合います。２月中の申告相談をお勧めしております。

　那覇商工会議所での電子申告受付は３月10日（金）までです。
　 3月13日～15日は紙申告のみの受付（控除額が変わる可能性があります）となりますのでご注意ください。

※予約枠が埋まった場合は、受付をお断わりさせていただきます。

確定申告で主に必要なもの

① 「確定申告のお知らせ」（税務署からの通知）　　
② 過去２年分の決算書・確定申告書（所得税・消費税）の控え
③ 令和4年分の売上・仕入・経費・棚卸・家事消費等の
　 １年分を集計した帳簿など
④ 国民健康保険・国民年金・小規模企業共済等の払込
　 証明書
⑤ 生命保険料、地震保険料の控除証明書
⑥ 令和4年中に支払った10万円以上の設備工事・備品・
　 機械・車両等の明細がわかるもの
⑦ マイナンバー又は通知カード（申告者・事業専従者・扶
　 養親族も必要）
　 ※通知カードの場合には事業主の本人確認書類も追加
　（運転免許証・パスポート等顔写真の記載があるもの）
⑧ 通帳、銀行印

⑨ 国・地方公共団体から支給された助成金・支援金・協
　 力金（事業復活支援金など）の振込通知書
    （入金額が帳簿等に記載されているもの）
⑩ 経費毎の消費税区分金額を集計した帳簿類（消費税
　 申告がある方）
⑪ 配偶者の今年分所得が分かる書類（配偶者控除額の
　 算定が必要な方）
⑫ その他、ふるさと納税などの寄付金控除等、各種控
　 除に必要な書類

✓

✓

※注意※　書類に不備・不足があると申告受付ができません。ご注意ください。

※上記以外に別途書類を求める場合もあります。
ご不明な方は事前にお問合せください。
※那覇商工会議所ホームベージにも確定申告の
ご案内を公開しております。
一部、必要書類のダウンロードも可能です。 詳細はコチラ

重要
！

こちらから

完全予約制

那覇商工会議所　中小企業相談部　TEL（直）098-868-3759お問い合わせ先

相談無料

那覇商工会議所（那覇市久茂地1-7-1琉球リースビル6階）

2月15日（水）
①13時～14時　
②14時～15時 　
③15時～16時

2月24日（金）
①13時～14時　
②14時～15時 　
③15時～16時

などのご相談がある方は、ぜひご相談ください。
上記日程からご希望の日時を選び、下記のお問合せ先まで
お電話にてご予約ください（予約は先着順となります）。

税理士による
個別相談会のご案内

日程

会場

申込

不動産や株式等の
譲渡所得がある方

消費税申告・
インボイス制度について

相談したい

このような方にオススメです！

会議所や税務署に
行かずに
ネットで申告！ 

確定申告相談 受付期間　２月１日～３月15日（水）まで

　相談会会場が密になるなど、混雑を防ぐため、自宅での確定申告書の
作成・提出を推奨しております。所得税の確定申告をされる方は、ご自宅
のパソコンやスマートフォンから「ID・パスワード方式」または「マイナン
バー方式」による電子申告(e-TAX)で申告できます。
　電子確定申告については国税庁のHPを確認ください。               　　

NAHA CCI NEWS No.83701
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■周辺環境との関係イメージ

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

　「中小企業振興会館」は、
旧那覇商工会議所会館跡
地(那覇市久米2-2-10)で
建設を進めております。
　令和4年12月には本杭打
設工事が終了しており、現
在はコンクリート工事に
取り組んでいます。
　令和5年8月の竣工に向
けて、定期的に工事の進捗
状況を本誌面にてご報告
してまいります。

工事進捗状況報告

コンクリート工事の様子

　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い
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　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
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岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交玉城デニー知事も同席し要請

沖
縄
県
経
済
団
体
会
議

電
気
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
更
な
る
支
援
を
要
請

　沖
縄
県
経
済
団
体
会
議（
議
長：石
嶺 

伝
一
郎 

那
覇
商
工
会
議
所 

会
頭
）は
、岡
田
直
樹 

沖
縄
担
当
大
臣

に
対
し
、燃
料
価
格
高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
更
な
る
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

● 
岡
田 

直
樹 

特
命
担
当
大
臣

  
（
沖
縄
及
び
北
方
担
当
大
臣
）

　
１
月
27
日（
金
）に
行
わ
れ
た
要
請
で

石
嶺
議
長
は「
今
般
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
に
伴
い
資
源
価
格

が
高
騰
し
、特
に
、こ
れ
ま
で
割
安
で

あ
っ
た
石
炭
価
格
が
過
去
に
類
を
見
な

い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、今
後
、沖
縄

県
民
並
び
に
県
内
企
業
に
お
け
る
電
気

料
金
の
大
幅
な
負
担
増
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。国
か
ら
の
支

援
に
お
い
て
も
、今
春
以
降
の
負
担
軽

減
に
向
け
、電
気・ガ
ス
価
格
激
変
緩
和

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、沖
縄
県
に
お
い
て
は
、対
策
を
講
じ

て
も
な
お
、大
幅
な
負
担
増
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。沖
縄
県
で
は
、産
業
構
造

が
観
光
業
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業

と
な
っ
て
お
り
、製
造
業
の
割
合
が
低

く
、商
品
の
多
く
を
県
外
か
ら
の
移
入

に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、資
源
価
格

の
高
騰
は
製
品
そ
の
も
の
の
価
格
上
昇

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、流
通
コ
ス
ト
に

も
大
き
く
影
響
し
、物
価
上
昇
を
更
に

誘
発
す
る
傾
向
に
あ
る
。こ
の
こ
と
か

ら
電
気
料
金
の
高
騰
に
対
す
る
経
済
的

影
響
が
国
内
他
地
域
よ
り
大
き
く
な
る

状
況
に
あ
る
。」と
指
摘
し
、更
な
る
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、強

い
沖
縄
経
済
を
実
現
す
る
た
め
、経
済

界
と
し
て
も
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

要  

請  

先

要
請
項
目

　

①
沖
縄
県
内
の
高
圧
契
約
者
に
つ

い
て
、電
気
料
金
の
値
上
げ
に

対
し
、国
の
一
律
支
援
後
の
残

り
の
負
担
額
の
半
額
を
支
援
す

る
こ
と

②
沖
縄
県
内
の
特
別
高
圧
契
約
者

に
つ
い
て
、高
圧
契
約
者
と
同

様
の
支
援
と
な
る
よ
う
、電
気

料
金
の
値
上
げ
に
対
し
、

1
k
W
h
あ
た
り
3.5
円
の
支
援

お
よ
び
残
り
の
負
担
額
の
半
額

を
支
援
す
る
こ
と

☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%  ※発行日の前月末時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

※その他にも要件があります。

補助金
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岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交玉城デニー知事も同席し要請

沖
縄
県
経
済
団
体
会
議

電
気
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
更
な
る
支
援
を
要
請

　沖
縄
県
経
済
団
体
会
議（
議
長：石
嶺 

伝
一
郎 

那
覇
商
工
会
議
所 

会
頭
）は
、岡
田
直
樹 

沖
縄
担
当
大
臣

に
対
し
、燃
料
価
格
高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
更
な
る
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

● 

岡
田 

直
樹 

特
命
担
当
大
臣

  

（
沖
縄
及
び
北
方
担
当
大
臣
）

　
１
月
27
日（
金
）に
行
わ
れ
た
要
請
で

石
嶺
議
長
は「
今
般
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
に
伴
い
資
源
価
格

が
高
騰
し
、特
に
、こ
れ
ま
で
割
安
で

あ
っ
た
石
炭
価
格
が
過
去
に
類
を
見
な

い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、今
後
、沖
縄

県
民
並
び
に
県
内
企
業
に
お
け
る
電
気

料
金
の
大
幅
な
負
担
増
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。国
か
ら
の
支

援
に
お
い
て
も
、今
春
以
降
の
負
担
軽

減
に
向
け
、電
気・ガ
ス
価
格
激
変
緩
和

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、沖
縄
県
に
お
い
て
は
、対
策
を
講
じ

て
も
な
お
、大
幅
な
負
担
増
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。沖
縄
県
で
は
、産
業
構
造

が
観
光
業
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業

と
な
っ
て
お
り
、製
造
業
の
割
合
が
低

く
、商
品
の
多
く
を
県
外
か
ら
の
移
入

に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、資
源
価
格

の
高
騰
は
製
品
そ
の
も
の
の
価
格
上
昇

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、流
通
コ
ス
ト
に

も
大
き
く
影
響
し
、物
価
上
昇
を
更
に

誘
発
す
る
傾
向
に
あ
る
。こ
の
こ
と
か

ら
電
気
料
金
の
高
騰
に
対
す
る
経
済
的

影
響
が
国
内
他
地
域
よ
り
大
き
く
な
る

状
況
に
あ
る
。」と
指
摘
し
、更
な
る
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、強

い
沖
縄
経
済
を
実
現
す
る
た
め
、経
済

界
と
し
て
も
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

要  

請  

先

要
請
項
目

　

①
沖
縄
県
内
の
高
圧
契
約
者
に
つ

い
て
、電
気
料
金
の
値
上
げ
に

対
し
、国
の
一
律
支
援
後
の
残

り
の
負
担
額
の
半
額
を
支
援
す

る
こ
と

②
沖
縄
県
内
の
特
別
高
圧
契
約
者

に
つ
い
て
、高
圧
契
約
者
と
同

様
の
支
援
と
な
る
よ
う
、電
気

料
金
の
値
上
げ
に
対
し
、

1
k
W
h
あ
た
り
3.5
円
の
支
援

お
よ
び
残
り
の
負
担
額
の
半
額

を
支
援
す
る
こ
と

☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%  ※発行日の前月末時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

※その他にも要件があります。

補助金
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自社がインボイスを
発行しないと
販売先が取引を見直す！？

仕入税額控除
ができない！！

インボイス制度が始まるとどうなるの？

インボイス（適格請求書）って何？

発行事業者の登録番号
適用税率　
税率ごとに区分した消費税額等

Q.

Q.

●令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるには、
　令和5年3月31日までに税務署へ登録申請が必要です。
●消費税課税事業者のみがインボイスを交付することができます。

※納付する消費税を算出する際に、
　売上時の消費税額(売上税額)
　から仕入等にかかった消費税を
　差し引くこと

発行事業者の氏名・登録番号

取引年月日

取引内容（軽減税率の対象品目であるその旨）

税率ごとの合計の対価の額と適用税率

税率ごとに区分した消費税額等

交付を受ける事業所名

インボイスの掲載イメージ 請 求 書
▲▲商事（株）

登録番号　T-012345…

××年11月30日

＊　軽減税率対象

（株）○○御中

11月分　131,200円

11/1
11/1
11/2

5,000円
10,000円
2,000円

日 付

8％対象
10％対象

40,000円
80,000円

合 計 120,000円 消費税
消費税
消費税

120,000円
3,200円
8,000円

品 名 金 額
魚　　＊
豚肉　＊　　
タオルケット
……

1
1

2 2

3

3

4

45

1
4
5

56

6

※

10月1日から

仕入先がインボイスを
発行しないと
自社の消費税負担が増加！？

NO!

インボイス制度とは？ 消費税とは？
国税庁動画専用サイト

（適格請求書等保存方式）
が開始されます。

令和 5年

が追記されている請求書のこと！

現行の請求書に

源泉徴収税ダイレクト納付

「令和4年度 賃金実態調査報告書」を発刊！
　那覇・沖縄・浦添商工会議所では、企業間における給
与、賞与等の実態を把握するため、各商工会議所管内の
法人企業を対象に令和4年６月末日現在の賃金実態調査
を実施し、報告書を取りまとめました。
　本報告書には①性別・年齢別賃金、②初任給、③パー
トタイマーの有無(時給)、④各種手当等が項目別に編集
されており、それぞれ簡単な解説が付け加えられており
ます。
　本報告書が企業経営の労務管理と、労使双方の円滑
な関係を構築する資料としてご利用頂ければ幸いです。
　尚、部数に限りがございますので、なくなり次第終了と
させて頂きます。また、お電話での取り置きや郵送は致し
ません。直接、那覇商工会議所までお越し下さい。

那覇・沖縄・浦添市内における

ＴＥＬ：098-868-3759
お問い合わせ
那覇商工会議所 相談部　

12
会員企業に
無料で

差し上げます。

帳簿の付け方
保存の仕方を
習いたい

クラウド会計導入で
経理事務を
効率化したい

記帳継続指導
を受けませんか？

事業を行う全ての人は
記帳と帳簿の保存が
必要です。

対象者

申　込

那覇市内で事業を行っている小規模事業者（個人・法人）※
※従業員数20名以下（商業・サービス業は5名以下）

①当所HPの「記帳指導依頼書PDF」をダウンロードの上FAXにてお送りください。
②お電話でのご相談も可能です。
＊確定申告期直前のご相談は対応しかねますので早めのお申込みをおすすめします。
　「記帳継続指導」は記帳に関する基本的事項の指導を行うものです。
　記帳代行や決算申告代行、具体的な申告税額の算出等を行うものではございません。
　クラウド会計の導入・記帳入力指導もいたします。

那覇商工会議所　中小企業相談部
TEL : 098-868-3759　FAX : 098-866-5728 HP 記帳指導依頼書

指導料
無料

お問い合わせ

企業経営に役立つ冊子を無料で配布しています！

基礎からわかるインボイス  ～これがインボイスだ！～
創業の手引  ～新たに事業を始めるみなさまへ～
中小事業者のための生産性向上に役立つ電子帳簿・スキャナ保存
明日に活かせる経営相談
経営管理ノート  ～記帳の心構え～

ご希望の方は、那覇商工会議所中小企業相談部までお越し下さい。事業者の皆様へ

那覇商工会議所 中小企業相談部 TEL:098-868-3759
〒900-0015 那覇市久茂地1丁目7番1号 琉球リース総合ビル6階  

【お問い合わせ】 

1

2

3

4
5

1 2 3 4

5

無料配布！
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無料配布！
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12

画面の操作方法を、動画で配信しています！

詳しくはコチラ▶

e-Taxを利用したダイレクト納付で
事務所やご自宅から、申告と納付をしましょう！

pc編 スマホ編

ダイレクト納付 検 索

簡単！

銀行へ行かなくても 納付できます！
コロナ予防にも

「源泉所得税」毎月
10日の

オンラインでらくらく。

国税電子申告・納税システム
e-Tax

沖縄国税事務所・税務署
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国税電子申告・納税システム
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沖縄国税事務所・税務署



TEL 098-970-6890　FAX 098-866-9834 

不慮の事故による死亡・高度障害のとき
〈死亡・高度障害保険金+災害保険金〉
死亡・高度障害のとき
〈死亡・高度障害保険金〉

事故通院見舞金
病気入院見舞金
結婚・出産・70歳満了祝金

５,000円
3,000円
10,000円6 大生活習慣病で 1日以上入院したとき

〈6大生活習慣病入院一時金〉
※記載内容は「生命共済制度」の一部を記載したものです。ご加入・給付にあたっては、パンフレット・重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

TEL 098-862-5084　FAX 098-862-5089

那覇商工会議所

●入院給付金付災害割増特約 ・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）
●那覇商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金制度）

生命共済生命共済

那覇商工会議所

保障内容例 那覇商工会議所独自の見舞金・祝金制度
１口コース月額掛金
15~55歳の場合
男女とも 750円

250万円
50万円
1万円（１年に１回限度）

〒900-0015 那覇市久茂地 1-7-1
〒900-0015 那覇市久茂地 2-8-1 JEI 那覇ビル 5F

【企画業務部 共済担当】 アクサ生命保険（株） 沖縄支社 那覇営業所
【定期保険（団体型）引受保険会社】

病院に5日間
通って完治

結婚祝金を利用
（通信：30歳）

社員への祝金として活用できた！

「事故通院見舞金」5,000円が給付！

ガン入院一時金・ガン先進医療一時金も保障！

お問合わせ先

入
加
口
１
済
共
命
生
　所
議
会
工
商
覇
那

例
事
用
活

加入者の声

式や新生活に向
けた準備に、あり
がたかったです！

「結婚祝金」１万円
「出産祝金」１万円

が給付されました

1

社員の福利厚生として
那覇商工会議所
生命共済へ加入

社員がめでたく
結婚＆出産！

福利厚生として活用できる「結婚・出産祝金」も充実!

那覇商工会議所 
生命共済に1口加入
していたので

2

3

が給付されました「ガン入院一時金」 2 万円
「ガン先進医療一時金」 5 万円

業務時間外のケガも含め、365日24時間保障！

ガンで一日以上入院し、
ガンの先進医療を受けた

那覇商工会議所 
生命共済に1口加入
していたので

那覇商工会議所 
生命共済に1口加入
していたので

加入

休日のサイクリング中に
ケガをしてしまった！

琉球リース総合ビル 6F

生命共済

健康経営実践セミナー
健康経営を成功に導くポイント

2月 月（火）28

●第3回 定例会＆セミナー

●情報交換会
17：00～18：15

３2023 月 日（金）10
14：30～17：00

日程

申込
締切

沖縄産業支援センター
1階大ホール
(那覇市小禄1831-1)

会場

50 名定員

うちなー健康企業会
オフィシャルパートナー

主催

◎協会けんぽ沖縄支部
◎沖縄県商工会議所連合会
◎アクサ生命保険株式会社

※情報交換会は先着順となりますので
　お早めにお申し込みください。

17：00まで

沖縄県商工会議所連合会　宛て

沖縄県商工会議所連合会　國仲／幸地（勲）

QR又は下記にご記入の上、FAX番号まで送信下さい。申込方法

お問合せ

FAX 098-866-9834

TEL 098-970-6890（平日8:30～17:00)

御社名 住所

代表電話番号

受講者氏名
参加者①

参加 不参加 参加 不参加

参加者②

情報交換会

代表
mail

株式会社いなだコンサルティング代表取締役
特定社会保険労務士 稲田耕平  氏

グループディスカッション
「健康経営の取り組み内容と課題について」

うちなー健康経営宣言について
協会けんぽ沖縄支部企画総務部

玉城雅人

軽食をご準備しますので、参加の可否を下記にご記入お願いします。
※アルコールを召し上がる場合は、公共交通機関での来場または運転代行のご手配をお願いします。

第一部

第二部

情報交換会

うちなー健康企業会

定例会＆セミナー
開催のご案内

第3回 

参加
無料

◆沖縄県商工会議所連合会・全国健康保険協会沖縄支部では、お客様に関する情報を、当セミナー運営のほか、当商工会議所・協会が行う事業・サービスに関する
　ご案内のために利用させていただきます。
◆アクサ生命では、お客さまに関する情報を、当セミナー運営のほか、次のような目的のために利用させていただきます。
●関連会社・提携会社を含む各種商品・サービスのご案内・提供、ご契約の維持管理　　●当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービスの充実　
●その他保険に関連・付随する業務

《個人情報の利用目的》　

アドバイザー 氏
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令
和
五
年

那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
新
年
会
開
催

大宜見会長挨拶

玉城先生と参加者で記念撮影

　
講
師
は
、会
員
で
も
あ
る（
有
）い
ろ
は
会

代
表
取
締
役 

上
間
弘
子
氏
に
お
願
い
致
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、箱
会
席
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

上
間
氏
に
基
本
的
な
和
食
の
マ
ナ
ー
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
は
二
十
一

名
で
し
た
。

　
始
め
に
、テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
関
係
性
を

考
え
な
が
ら
左
側
か
ら
座
る
。握
り
拳
一
つ

分
を
テ
ー
ブ
ル
か
ら
開
け
て
姿
勢
正
し
く

座
り
、「
食
べ
姿
」を
意
識
す
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
日
常
的
に
良
く
使
う

機
会
が
あ
る「
割
り
ば
し
」は
、刃
先
を
下
に

し
て
、扇
を
開
く
よ
う
な
割
り
。箸
袋
を
箸

置
き
と
し
て「
千
代
結
び
」や「
二
つ
折
り
」

　
令
和
五
年
一
月
二
十
五
日（
水
）十
二
時
よ

り
、ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
タ
ワ
ー
那

覇 

北
殿
の
間
に
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
に
使
え
る

和
食
の
マ
ナ
ー
講
座
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
一
月
十
七
日（
火
）十
八
時
三

十
分
か
ら
、沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル 

金
鶏
の
間
に
て
、令
和
五
年
新
年
会
が

開
催
さ
れ
、会
員
三
十
八
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、コ
ロ
ナ
禍
中
で
も
あ
る
た
め
、

来
賓
は
呼
ば
ず
、会
員
だ
け
の
参
加
に
限
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、大
宜
見
会
長
か
ら
、「
こ
の
新
年

会
が
、三
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、会
員
の
皆
様
の

昨
年
の
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。本
日
は
そ
の
慰
労
も
兼
ね

て
い
る
の
で
、大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
宜
味
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、名
幸
顧
問

の
乾
杯
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
で
得
意
の
歌
を
披
露
す
る
方

や
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
踊
り
出
す
方
も
い

て
、最
後
ま
で
楽
し
み
、会
員
の
親
睦
、交
流

を
深
め
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

２
月
の
那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
定
例
会

は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

に
し
て
箸
を
お
く
。上
間
氏
か
ら
の「
和
食

は
、箸
で
始
ま
り
箸
で
終
わ
る
。」の
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。実
際
に
美
味
し
い
食
事
を

頂
き
な
が
ら
、和
食
の
マ
ナ
ー
を
実
体
験
し

つ
つ
、上
間
氏
の
楽
し
い
講
和
に
参
加
者
か

ら
笑
い
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
ほ
ど
よ
い
緊
張
感

を
ま
と
っ
た「
食
べ
姿
」を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
令
和
五
年
一
月
二
十
五
日（
水
）十
四
時

よ
り
、ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
タ
ワ
ー

那
覇
龍
宮
の
間
に
て
、沖
縄
県
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
の
主
催
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
、県
連
各
単
会
よ
り
三
十
六
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
使
え
る

和
食
の
マ
ナ
ー
講
座
」を
開
催

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
に
よ
る

令
和
四
年
度

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
主
催
講
習
会
を
開
催

　
講
師
に
は（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人)

沖
縄
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
代
表
の
玉
城
直
美
氏
を
お
招
き
し
、

「
今
、な
ぜ
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
取
り
組
む
の

か
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
も
、県
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

s
の
推
進
方
針
を
掲
げ
、積
極
的
な
推
進
を

図
っ
て
い
る
中
、県
内
企
業
の
事
例
を
も
と

に
企
業
戦
略
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
玉
城
氏
は
、沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
座
長
と
し
て
、県
最
前
線
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

s
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
メ
デ
ィ

ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
幅
広
い
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。玉
城
氏
か
ら
は
、今
後

70
％
の
企
業
が
淘
汰
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
中
、目
先
の
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な

く
、存
在
価
値
を
高
め
る
た
め
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、強
く
持
続
可
能
な

企
業
に
な
り
得
る
。企
業
が
変
わ
れ
ば
世
界

が
変
わ
る
の
で
、未
来
を
見
据
え
て
意
識
を

変
え
て
欲
し
い
と
の
言
葉
に
考
え
さ
せ
ら
れ

た
講
演
会
で
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
講
師
を
交
え
て
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

名幸顧問の乾杯の挨拶先輩方が芭蕉布を歌われました

カラオケに合わせてダンス！ダンス！

全員で記念撮影　

講師の上間弘子氏

講座風景

講師：玉城直美氏

講演会風景
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る
。」の
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。実
際
に
美
味
し
い
食
事
を

頂
き
な
が
ら
、和
食
の
マ
ナ
ー
を
実
体
験
し

つ
つ
、上
間
氏
の
楽
し
い
講
和
に
参
加
者
か

ら
笑
い
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
ほ
ど
よ
い
緊
張
感

を
ま
と
っ
た「
食
べ
姿
」を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
令
和
五
年
一
月
二
十
五
日（
水
）十
四
時

よ
り
、ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
タ
ワ
ー

那
覇
龍
宮
の
間
に
て
、沖
縄
県
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
の
主
催
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
、県
連
各
単
会
よ
り
三
十
六
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
使
え
る

和
食
の
マ
ナ
ー
講
座
」を
開
催

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
に
よ
る

令
和
四
年
度

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
主
催
講
習
会
を
開
催

　
講
師
に
は（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人)

沖
縄
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
代
表
の
玉
城
直
美
氏
を
お
招
き
し
、

「
今
、な
ぜ
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
取
り
組
む
の

か
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
も
、県
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

s
の
推
進
方
針
を
掲
げ
、積
極
的
な
推
進
を

図
っ
て
い
る
中
、県
内
企
業
の
事
例
を
も
と

に
企
業
戦
略
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
玉
城
氏
は
、沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
座
長
と
し
て
、県
最
前
線
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

s
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
メ
デ
ィ

ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
幅
広
い
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。玉
城
氏
か
ら
は
、今
後

70
％
の
企
業
が
淘
汰
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
中
、目
先
の
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な

く
、存
在
価
値
を
高
め
る
た
め
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、強
く
持
続
可
能
な

企
業
に
な
り
得
る
。企
業
が
変
わ
れ
ば
世
界

が
変
わ
る
の
で
、未
来
を
見
据
え
て
意
識
を

変
え
て
欲
し
い
と
の
言
葉
に
考
え
さ
せ
ら
れ

た
講
演
会
で
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
講
師
を
交
え
て
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

名幸顧問の乾杯の挨拶先輩方が芭蕉布を歌われました

カラオケに合わせてダンス！ダンス！

全員で記念撮影　

講師の上間弘子氏

講座風景

講師：玉城直美氏

講演会風景



2

令
和
４
年
度
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

2023年月号 第319号

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜

NAHA CCI NEWS No.837 1415 NAHA CCI NEWS No.837

会長挨拶開会宣言

全員集合 記念撮影

新入会員認証式 一人目

新入会員認証式 二人目新年会 オープニング

乾杯挨拶

鏡開き

新年会 来場者

新年会 開会挨拶来賓挨拶

第10回わったー那覇めしグランプリ決定戦PR広報ブランディング委員会
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直前会長挨拶

令
和
４
年
度
１
月
定
例
会
及
び
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
に
よ
る
那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
１
月
定
例
会・新
年
会
が
那
覇
市
の
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル

に
て
１
月
11
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。事
業
と
し
て
新
年
会
を
開
催
す
る
の
は
令
和
元
年
度
以
来
３
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。

ジ
ャ
ス
な
楽
曲
で
新
年
会
の
ス
タ
ー
ト

に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
、来
場
者
の
心

も
つ
か
み
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
終
了
後
は
広
報
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
の
潮 

結
奈
君
の
司

会
進
行
の
下
、新
年
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。開
会
挨
拶
に
立
っ
た
同
委
員
会
の
来

間
委
員
長
は「
今
回
の
新
年
会
の
開
催
目

的
は
地
域
の
皆
様
や
経
済
団
体
と
楽
し

く
交
流
す
る
事
。新
年
会
を
通
し
て
キ
ズ

ナ
を
深
め
て
欲
し
い
」と
新
年
会
へ
の
想

い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
平
良
会
長
に
よ
る
主
催
者

代
表
挨
拶
、
古
謝
副
市
長
代
読
に
よ
る

来
賓
挨
拶
と
続
き
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
来
賓
８
名
と
平
良
会
長
、當
間
次
年
度

会
長
予
定
者
が
登
壇
し
、「
よ
い
し
ょ
！

よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」と
い
う
来
場

者
と
の
唱
和
と
共
に
酒
樽
の
蓋
が
割
ら

れ
、華
々
し
く
新
年
の
ス
タ
ー
ト
が
祝
わ

れ
ま
し
た
。

　
歓
談
で
会
員
や
来
賓
が
交
流
し
て
い
る

中
、
３
月
18
日
（
土
）
、
19
日
（
日
）
に

開
催
予
定
の
「
第
10
回
わ
っ
た
ー
那
覇
め

し
グ
ラ
ン
プ
リ
決
定
戦
」
の
P
R
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
壇
上
に
立
っ
た
渡
慶
次
実
行

委
員
長
は
「
県
内
県
外
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍

で
各
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
経
済
的
な
打

撃
を
受
け
て
き
た
と
感
じ
る
。
そ
の
打
撃

か
ら
復
活
、
さ
ら
な
る
復
興
の
た
め
地
域

の
食
イ
ベ
ン
ト
を
創
造
し
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
今
大
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題

と
思
っ
て
い
る
」
と
、
３
年
ぶ
り
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
向
け
て
の
強
い
想
い
を
述
べ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
の

P
R
や
第
42
回
全
国
大
会 

美
の
国
あ
き
た

大
会
の
P
R
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
も
交
え
て
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た

新
年
会
。
那
覇
Y
E
G
の
活
動
内
容
を
発

信
し
、
地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
縁
を
キ

ズ
ナ
へ
繋
げ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
中
心

と
な
っ
て
運
営
に
携
わ
っ
た
広
報
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
委
員
会
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
先
に
開
催
さ
れ
た
定
例
会
は
広
報
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
の
砂
川 

安
緒
君
の

司
会
に
て
進
め
ら
れ
、瑞
慶
覧
副
会
長
の

開
会
宣
言
、Y
E
G
宣
言
の
後
に
商
工
会

議
所
青
年
部
の
歌「
伸
び
ゆ
く
大
地
」の
斉

唱
、宮
城 

吉
貴
君
に
よ
る
綱
領
朗
読
・
指

針
唱
和
と
続
き
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
最
近

ニ
ュ
ー
ス
で
は
物
価
の
高
騰
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
政
府
か
ら
賃
金
の
値
上

げ
要
請
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
巷
で
は
流
れ

て
い
る
。
賃
金
値
上
げ
に
関
し
て
は
我
々

中
小
企
業
の
経
営
者
と
し
て
大
企
業
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
賃
金
を
上
げ
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
な
い
と
い
け

な
い
の
か
、
ど
う
い
っ
た
事
業
内
容
に
し

な
い
と
い
け
な
い
の
か
悩
む
こ
と
が
多
い

と
思
う
。
こ
の
様
な
状
況
下
で
も
我
々

Y
E
G
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
し
っ
か
り
と

賃
金
を
伸
ば
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
メ
ン

バ
ー
の
話
を
聴
き
な
が
ら
何
か
し
ら
自
企

業
発
展
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
万
田
直
前
会
長
挨
拶
、依
頼・

報
告
事
項
が
続
き
、新
入
会
員
認
証
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
現
場
に
て
認
証
を

受
け
た
新
入
会
員
は
宮
城 

吉
貴
君
と
渡

久
地 

美
宇
君
の
２
名
で
す
。

　
そ
し
て
事
業
の
部
は
来
賓
を
招
い
て
の

新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
那
覇
商
工

会
議
所 

石
嶺 

伝
一
郎
会
頭
や
那
覇
市
社

会
福
祉
協
議
会 

新
本 

博
司
会
長
、
古
謝 

玄
太
那
覇
副
市
長
な
ど
12
名
の
来
賓
に
ご

臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登

場
し
た
外
間 

ゆ
り
君
が
オ
ペ
ラ
を
熱
唱

し
ま
し
た
。迫
力
の
あ
る
歌
声
と
ゴ
ー
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い
っ
た
メ
ン

バ
ー
の
話
を
聴
き
な
が
ら
何
か
し
ら
自
企

業
発
展
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
万
田
直
前
会
長
挨
拶
、依
頼・

報
告
事
項
が
続
き
、新
入
会
員
認
証
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
現
場
に
て
認
証
を

受
け
た
新
入
会
員
は
宮
城 

吉
貴
君
と
渡

久
地 

美
宇
君
の
２
名
で
す
。

　
そ
し
て
事
業
の
部
は
来
賓
を
招
い
て
の

新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
那
覇
商
工

会
議
所 

石
嶺 

伝
一
郎
会
頭
や
那
覇
市
社

会
福
祉
協
議
会 

新
本 

博
司
会
長
、
古
謝 

玄
太
那
覇
副
市
長
な
ど
12
名
の
来
賓
に
ご

臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登

場
し
た
外
間 

ゆ
り
君
が
オ
ペ
ラ
を
熱
唱

し
ま
し
た
。迫
力
の
あ
る
歌
声
と
ゴ
ー
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kuninaka@nahacci.or.jp

当所が毎月１回発刊する広報誌「会報誌NAHA CCI 
NEWS」内で、貴社の情報発信・PRを無料で掲載して
いただくページです。
【申込資格】
【掲 載 料 】

当所会員事業所（１会員事業者様につき１回限り）
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下記メールアドレス宛にご送付願います。

原稿のご確認をお願いいたします。
掲載前月の中頃に、PDF形式にてお送りいたします。
修正は2回までとさせていただきます。

掲載イメージ

記入フォームイメージ

①当所の指定したフォーム・文字数の範囲内での掲載となります。
②掲載の有無に関わらず原稿・写真データの返却は致しません。
③掲載の採否・掲載月に関しては、当所に一任願います。
　・宗教・政治活動や公序良俗違反、法令上問題がある内容につきましては、
　お申し込みを承ることが出来ない場合があります。
④編集の都合上、当所にて原稿等を変更することもありますのでご了承ください。
⑤記事に関する問い合わせ先は必ず明記してください。
⑥掲載情報の詳細や取引に関しては、取引当事者間で直後、連絡・交渉願います。
　（トラブル等が生じた場合、当所では一切責任を負いません）
以上のことをご了承の上、お申し込みください。
ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。

【送付先】 kuninaka@nahacci.or.jp
　　　　原稿のご提出はE-Mailにて承ります。
※掲載時期につきましては、掲載原稿のご送付いただいた
　先着順にて承りますので、数か月お待ちいただく場合があります。
※掲載月は、原稿をご提出いただいた際に、お伝えいたします。

下記QRコード、または那覇商工会
議所サイトより、記入フォーム
（Word）をダウンロードして御利用
ください。手書き・FAXでは承ること
が出来ませんので、ご了承ください。

那覇商工会議所　企画業務部
TEL：098-970-6890　FAX：098-866-9834

掲載までの流れ

注意事項
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¥1,000,000 ¥500,000 ¥300,000 ¥150,000 ¥100,000 ¥50,000 ¥30,000

企業・団体数 １社 3社 5社 8ブース 制限なし 制限なし 制限なし

○ ― ― ― ― ― ―※

○ ○ ○ ○ ― ― ―※6坪テント

③会場内案内MAP 特大 大 大 ― 大 中 小※社名ロゴ掲出

― ― ― ―
○ ○ ○ ― ○ ― ―
特大 大 大 ― 大 中 小

⑦会場内大型横断幕 ○ ○ ○ ― ― ― ―
30本 20本 10本 ― ― ― ―
50冊 30冊 10冊 ― 5冊 3冊 3冊

ぜひ多くの企業の皆様がご活用いただきますよう
お願い申し上げます。

協賛プランのご案内

【御社名or 商品名】プレゼンツ
第10回わったー那覇めしグランプリ決定戦を開催！

6坪テントスペースをご提供！
ファミリーを中心とした約 6万名に対して
プロモーションが可能です！

ステージ上で約5分御社のPRにご活用下さい。

会場内にて約6万名サンプリングが可能です。

社員やご家族でぜひ会場へお越し下さい！

お問合せ・お申込み先
詳細資料はQRコード
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②物販ブース提供
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※約5分程度/1回
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⑥公式ホームページ
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⑧会場周辺のぼり設置
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⑨食事券提供
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イベント冠提供1

サンプリング5

大会期間中、公式ホームページに御社ロゴを掲出します！
大会公式ホームページ掲出6

御社ロゴを大型横断幕としてステージ横に掲出！
会場内大型横断幕7

御社持込ののぼりを会場周辺等に掲出します！
会場周辺のぼり設置8

那覇めし1,000円食事券をご提供。
食事券提供9

物販ブースの提供2
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【
注
１
】IM

F

は
全
て
の
加
盟
国
１
９
０
カ
国
が
持
続
的
な

成
長
と
繁
栄
を
実
現
す
る
た
め
に
、１
）経
済
と
金
融
の
動
向

の
監
視
、お
よ
び
政
策
助
言（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
）、２
）加
盟

国
に
対
す
る
融
資
や
そ
の
他
の
金
融
支
援（
金
融
支
援
）、

３
）各
国
政
府
が
健
全
な
経
済
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
を
手

助
け
す
る
た
め
の
技
術
支
援
と
研
修（
能
力
開
発
）
と
い
う

三
つ
の
仕
組
み
を
機
能
さ
せ
て
い
る（IM

F

の
H
P
よ
り
）。

【
注
2
】IM

F

経
済
顧
問
ピ
エ
ー
ル・
オ
リ
ヴ
ィ
エ・
グ
ラ
ン

シ
ャ「
世
界
経
済
見
通
し (W

EO
) 

２
０
２
２
年
10
月
」序
文
。

【
注
3
】｠

ピ
エ
ー
ル・
オ
リ
ヴ
ィ
エ・
グ
ラ
ン
シ
ャ「
世
界
経
済

の
雲
行
き
が
悪
化
し
始
め
た
今
、
政
策
当
局
者
に
は
し
っ
か

り
し
た
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
」IM

F BLO
G
 

２
０
２
２
年

10
月
11
日
。

株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。
企業調査部、経営コンサルティング部、大蔵省財政金
融研究所（1998～2000年）出向などを経て現職（金
融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融
機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主
な著書・論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020
年5月、共著（主著）、『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年
後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』2018年
4月、共著（主著）、『ＪＡＬ再生 高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年1月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ
（国際監査・保証基準審議会 諮問・助言グループ）委
員（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

高
ま
る
世
界
同
時
不
況

リ
ス
ク
の
中
で
求
め
ら
れ
る
政
策
の
舵
取
り
と
は

　
国
際
通
貨
基
金
（International 

M
onetary Fund ; IM

F

）【
注
１
】は「
世

界
経
済
見
通
し 

２
０
２
２
年
10
月
」で
、世
界
同

時
不
況
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
つ
い
て「
最
悪
の
事

態
は
こ
れ
か
ら
だ
。多
く
の
人
に
と
って
、23
年
は

景
気
後
退
期
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」

【
注
2
】と
述
べ
て
い
る
。直
近
10
月
の
世
界
経
済

見
通
し
に
よ
れ
ば
、世
界
経
済
の
成
長
率
は
、21

年
の
６.０
％
か
ら
22
年
に
は
３.２
％
、23
年
に
は
２.７
％

へ
と
鈍
化
す
る
。３
大
経
済
圏
の
23
年
に
見
込
ま

れ
る
成
長
率（
カ
ッコ
内
は
21
年
）は
、米
国
、ユ
ー

ロ
圏
、中
国
が
そ
れ
ぞ
れ
１.０
％
（
５.７
％
）、０.５
％

（
５.２
％
）、４.４
％（
８.１
％
）で
あ
る
。ユ
ー
ロ
圏
で
は
ド

イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
－０.３
％（
２.６
％
）、

－０.２
％（
６.７
％
）と
、成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。

日
本
は
１.６
％（
１.７
％
）と
予
想
さ
れ
て
い
る
。３
％

以
下
と
予
想
さ
れ
て
い
る
23
年
の
世
界
の
成
長

率
は
、世
界
金
融
危
機
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
深
刻
だ
っ
た一時
期
を
除
い

て
、01
年
以
降
で
初
め
て
の
低
水
準
で
あ
る
。こ

の
背
景
に
は
、イ
ン
フ
レ
圧
力
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
予
想
以
上
に

広
範
化
・長
期
化
し
、世
界
経
済
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。加
え
て
、世
界
の
イ
ン
フ

レ
率
は
21
年
の
４.７
％
か
ら
22
年
に
は
８.８
％
へ
と
上

昇
し
、23
年
に
は
前
年
の
水
準
よ
り
低
下
す
る
も

の
の
６.５
％
と
高
い
水
準
を
維
持
す
る
と「
世
界
経

済
見
通
し
２
０
２
２
年
10
月
」は
予
想
し
て
い

る
。高
騰
す
る
生
活
費
は
各
国
の
国
民
が
許
容

で
き
な
い
危
機
的
な
水
準
に
達
す
る
可
能
性
が

高
い
。こ
の
た
めIM

F

は
生
活
費
危
機
へ
の
対

処
を
各
国
政
策
当
局
に
求
め
て
い
る
が
、そ
れ
ら

の
政
策
は
困
難
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ（
何
か
い
い
こ

と
を
実
現
す
る
に
は
別
の
悪
い
こ
と
を
受
け
入

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
）を
伴
う
可
能
性
が
高

い
。例
え
ば
、金
融
政
策
の
引
き
締
め
が
不
十
分

だ
と
景
気
後
退
の
恐
れ
は
減
る
が
物
価
上
昇
が

長
期
化
す
る
し
、引
き
締
め
過
ぎ
る
と
物
価
上

昇
は
抑
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
世
界
経
済
を
不
必

要
に
厳
し
い
景
気
後
退
に
陥
ら
せ
る
。

　
生
活
費
危
機
に
立
ち
向
か
う
各
国
政
府
が
難

し
い
政
策
運
営
の
舵（
か
じ
）取
り
を
迫
ら
れ
る

中
、IM

F

の
経
済
顧
問
の
ピ
エ
ー
ル・オ
リ
ヴ
ィ

エ・グ
ラ
ン
シ
ャ
氏
は
、適
切
な
財
政
政
策
が
必

要
だ
と
強
調
し
て
い
る
。１
）イ
ン
フ
レ
抑
制
、２
）

長
期
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
へ
の
対
応
、３
）

不
安
定
な
環
境
に
対
す
る
適
応
性
を
高
め
る
た

め
の
投
資
を
課
題
と
し
て
挙
げ
、そ
れ
ら
に
関
す

る
基
本
的
認
識
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た【
注
3
】。

１
）に
つ
い
て
は
、「
財
政
政
策
は
、金
融
当
局
に

よ
る
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
取
り
組
み
を
妨
げ
る
よ

う
な
働
き
を
し
て
は
な
ら
な
い
」と
し
て
い
る
。イ

ン
フ
レ
抑
制
と
相
反
す
る
財
政
政
策
は
イ
ン
フ

レ
を
長
引
か
せ
る
だ
け
で
、深
刻
な
金
融
不
安

定
性
を
招
き
か
ね
な
い
と
し
て
い
る
。２
）に
つ
い

て
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
地
域
が
限
定
さ
れ
た

一時
的
な
事
象
で
は
な
く
、広
範
か
つ
恒
久
的
な

事
象
で
あ
る
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
財
政
政
策

は「
的
を
絞
っ
た一時
的
な
現
金
給
付
を
通
じ
て

最
も
脆
弱（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）な
層
を
守
る
こ
と
を

目
指
す
べ
き
だ
」と
し
て
い
る
。３
）に
つ
い
て
は
、

財
政
政
策
は「
将
来
の
危
機
に
対
す
る
強
靭

（
き
ょ
う
じ
ん
）性
を
高
め
る
」た
め
の
投
資
に
向

け
る
べ
き
だ
と
し
、人
的
資
本
の
強
化
、デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
、グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
網
）の
多
様
化
な
ど

の
生
産
能
力
へ
の
投
資
の
必
要
性
を
説
い
て
い

る
。

　
グ
ラ
ン
シ
ャ
は「
現
在
は
必
ず
し
も
こ
う
し
た

重
要
な
原
則
を
指
針
と
し
て
政
策
が
立
案
さ
れ

て
い
な
い
」と
の
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
が
、各

国
政
府
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
非
常
に
厳
し

く
、政
策
の
舵
取
り
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。例
え
ば
、米
国
の
中
間
選

挙
で
は
、上
院
で
は
民
主
党
、下
院
で
は
共
和
党

が
そ
れ
ぞ
れ
過
半
数
を
獲
得
す
る
と
い
う「
ね
じ

れ
」状
態
を
生
ん
だ
が
、選
挙
の
主
要
な
争
点
の

一つ
に
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
が
あ
っ
た
。こ
こ
ま
で
の

FR
B

の
タ
カ
派
的
な
政
策
運
営
が
選
挙
結
果

に
及
ぼ
し
た
影
響
は
現
段
階
で
は
必
ず
し
も
明

確
と
は
言
え
な
い
が
、国
民
経
済
に
ト
レ
ー
ド
オ

フ
を
強
い
る
政
策
は
世
論
の
分
断
を
助
長
し
か

ね
な
い
面
が
あ
る
。ま
た
英
国
で
は
、イ
ン
フ
レ

抑
制
策
に
反
す
る
財
政
政
策
が
、市
場
か
ら
の

攻
撃
を
受
け
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が一時
損

な
わ
れ
、政
権
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
。IM

F

の

「
原
則
」の
妥
当
性
が
図
ら
ず
も
示
さ
れ
た
格
好

で
あ
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、高
イ
ン
フ
レ
と
低
成

長
と
の
は
ざ
ま
に
置
か
れ
た
各
国
政
府
の
政
策

運
営
の
巧
拙
が
問
わ
れ
る
時
期
が
し
ば
ら
く
続

く
こ
と
に
な
ろ
う
。    
　    （
11
月
18
日
執
筆
）

潮流を読む
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【
注
１
】IM

F

は
全
て
の
加
盟
国
１
９
０
カ
国
が
持
続
的
な

成
長
と
繁
栄
を
実
現
す
る
た
め
に
、１
）経
済
と
金
融
の
動
向

の
監
視
、お
よ
び
政
策
助
言（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
）、２
）加
盟

国
に
対
す
る
融
資
や
そ
の
他
の
金
融
支
援（
金
融
支
援
）、

３
）各
国
政
府
が
健
全
な
経
済
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
を
手

助
け
す
る
た
め
の
技
術
支
援
と
研
修（
能
力
開
発
）
と
い
う

三
つ
の
仕
組
み
を
機
能
さ
せ
て
い
る（IM

F

の
H
P
よ
り
）。

【
注
2
】IM

F

経
済
顧
問
ピ
エ
ー
ル・
オ
リ
ヴ
ィ
エ・
グ
ラ
ン

シ
ャ「
世
界
経
済
見
通
し (W

EO
) 

２
０
２
２
年
10
月
」序
文
。

【
注
3
】｠

ピ
エ
ー
ル・
オ
リ
ヴ
ィ
エ・
グ
ラ
ン
シ
ャ「
世
界
経
済

の
雲
行
き
が
悪
化
し
始
め
た
今
、
政
策
当
局
者
に
は
し
っ
か

り
し
た
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
」IM

F BLO
G
 

２
０
２
２
年

10
月
11
日
。

株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。
企業調査部、経営コンサルティング部、大蔵省財政金
融研究所（1998～2000年）出向などを経て現職（金
融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融
機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主
な著書・論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020
年5月、共著（主著）、『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年
後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』2018年
4月、共著（主著）、『ＪＡＬ再生 高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年1月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ
（国際監査・保証基準審議会 諮問・助言グループ）委
員（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

高
ま
る
世
界
同
時
不
況

リ
ス
ク
の
中
で
求
め
ら
れ
る
政
策
の
舵
取
り
と
は

　
国
際
通
貨
基
金
（International 

M
onetary Fund ; IM

F

）【
注
１
】は「
世

界
経
済
見
通
し 

２
０
２
２
年
10
月
」で
、世
界
同

時
不
況
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
つ
い
て「
最
悪
の
事

態
は
こ
れ
か
ら
だ
。多
く
の
人
に
と
って
、23
年
は

景
気
後
退
期
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」

【
注
2
】と
述
べ
て
い
る
。直
近
10
月
の
世
界
経
済

見
通
し
に
よ
れ
ば
、世
界
経
済
の
成
長
率
は
、21

年
の
６.０
％
か
ら
22
年
に
は
３.２
％
、23
年
に
は
２.７
％

へ
と
鈍
化
す
る
。３
大
経
済
圏
の
23
年
に
見
込
ま

れ
る
成
長
率（
カ
ッコ
内
は
21
年
）は
、米
国
、ユ
ー

ロ
圏
、中
国
が
そ
れ
ぞ
れ
１.０
％
（
５.７
％
）、０.５
％

（
５.２
％
）、４.４
％（
８.１
％
）で
あ
る
。ユ
ー
ロ
圏
で
は
ド

イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
－０.３
％（
２.６
％
）、

－０.２
％（
６.７
％
）と
、成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。

日
本
は
１.６
％（
１.７
％
）と
予
想
さ
れ
て
い
る
。３
％

以
下
と
予
想
さ
れ
て
い
る
23
年
の
世
界
の
成
長

率
は
、世
界
金
融
危
機
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
深
刻
だ
っ
た一時
期
を
除
い

て
、01
年
以
降
で
初
め
て
の
低
水
準
で
あ
る
。こ

の
背
景
に
は
、イ
ン
フ
レ
圧
力
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
予
想
以
上
に

広
範
化
・長
期
化
し
、世
界
経
済
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。加
え
て
、世
界
の
イ
ン
フ

レ
率
は
21
年
の
４.７
％
か
ら
22
年
に
は
８.８
％
へ
と
上

昇
し
、23
年
に
は
前
年
の
水
準
よ
り
低
下
す
る
も

の
の
６.５
％
と
高
い
水
準
を
維
持
す
る
と「
世
界
経

済
見
通
し
２
０
２
２
年
10
月
」は
予
想
し
て
い

る
。高
騰
す
る
生
活
費
は
各
国
の
国
民
が
許
容

で
き
な
い
危
機
的
な
水
準
に
達
す
る
可
能
性
が

高
い
。こ
の
た
めIM

F

は
生
活
費
危
機
へ
の
対

処
を
各
国
政
策
当
局
に
求
め
て
い
る
が
、そ
れ
ら

の
政
策
は
困
難
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ（
何
か
い
い
こ

と
を
実
現
す
る
に
は
別
の
悪
い
こ
と
を
受
け
入

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
）を
伴
う
可
能
性
が
高

い
。例
え
ば
、金
融
政
策
の
引
き
締
め
が
不
十
分

だ
と
景
気
後
退
の
恐
れ
は
減
る
が
物
価
上
昇
が

長
期
化
す
る
し
、引
き
締
め
過
ぎ
る
と
物
価
上

昇
は
抑
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
世
界
経
済
を
不
必

要
に
厳
し
い
景
気
後
退
に
陥
ら
せ
る
。

　
生
活
費
危
機
に
立
ち
向
か
う
各
国
政
府
が
難

し
い
政
策
運
営
の
舵（
か
じ
）取
り
を
迫
ら
れ
る

中
、IM

F

の
経
済
顧
問
の
ピ
エ
ー
ル・オ
リ
ヴ
ィ

エ・グ
ラ
ン
シ
ャ
氏
は
、適
切
な
財
政
政
策
が
必

要
だ
と
強
調
し
て
い
る
。１
）イ
ン
フ
レ
抑
制
、２
）

長
期
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
へ
の
対
応
、３
）

不
安
定
な
環
境
に
対
す
る
適
応
性
を
高
め
る
た

め
の
投
資
を
課
題
と
し
て
挙
げ
、そ
れ
ら
に
関
す

る
基
本
的
認
識
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た【
注
3
】。

１
）に
つ
い
て
は
、「
財
政
政
策
は
、金
融
当
局
に

よ
る
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
取
り
組
み
を
妨
げ
る
よ

う
な
働
き
を
し
て
は
な
ら
な
い
」と
し
て
い
る
。イ

ン
フ
レ
抑
制
と
相
反
す
る
財
政
政
策
は
イ
ン
フ

レ
を
長
引
か
せ
る
だ
け
で
、深
刻
な
金
融
不
安

定
性
を
招
き
か
ね
な
い
と
し
て
い
る
。２
）に
つ
い

て
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
地
域
が
限
定
さ
れ
た

一時
的
な
事
象
で
は
な
く
、広
範
か
つ
恒
久
的
な

事
象
で
あ
る
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
財
政
政
策

は「
的
を
絞
っ
た一時
的
な
現
金
給
付
を
通
じ
て

最
も
脆
弱（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）な
層
を
守
る
こ
と
を

目
指
す
べ
き
だ
」と
し
て
い
る
。３
）に
つ
い
て
は
、

財
政
政
策
は「
将
来
の
危
機
に
対
す
る
強
靭

（
き
ょ
う
じ
ん
）性
を
高
め
る
」た
め
の
投
資
に
向

け
る
べ
き
だ
と
し
、人
的
資
本
の
強
化
、デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
、グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
網
）の
多
様
化
な
ど

の
生
産
能
力
へ
の
投
資
の
必
要
性
を
説
い
て
い

る
。

　
グ
ラ
ン
シ
ャ
は「
現
在
は
必
ず
し
も
こ
う
し
た

重
要
な
原
則
を
指
針
と
し
て
政
策
が
立
案
さ
れ

て
い
な
い
」と
の
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
が
、各

国
政
府
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
非
常
に
厳
し

く
、政
策
の
舵
取
り
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。例
え
ば
、米
国
の
中
間
選

挙
で
は
、上
院
で
は
民
主
党
、下
院
で
は
共
和
党

が
そ
れ
ぞ
れ
過
半
数
を
獲
得
す
る
と
い
う「
ね
じ

れ
」状
態
を
生
ん
だ
が
、選
挙
の
主
要
な
争
点
の

一つ
に
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
が
あ
っ
た
。こ
こ
ま
で
の

FR
B

の
タ
カ
派
的
な
政
策
運
営
が
選
挙
結
果

に
及
ぼ
し
た
影
響
は
現
段
階
で
は
必
ず
し
も
明

確
と
は
言
え
な
い
が
、国
民
経
済
に
ト
レ
ー
ド
オ

フ
を
強
い
る
政
策
は
世
論
の
分
断
を
助
長
し
か

ね
な
い
面
が
あ
る
。ま
た
英
国
で
は
、イ
ン
フ
レ

抑
制
策
に
反
す
る
財
政
政
策
が
、市
場
か
ら
の

攻
撃
を
受
け
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が一時
損

な
わ
れ
、政
権
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
。IM

F

の

「
原
則
」の
妥
当
性
が
図
ら
ず
も
示
さ
れ
た
格
好

で
あ
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、高
イ
ン
フ
レ
と
低
成

長
と
の
は
ざ
ま
に
置
か
れ
た
各
国
政
府
の
政
策

運
営
の
巧
拙
が
問
わ
れ
る
時
期
が
し
ば
ら
く
続

く
こ
と
に
な
ろ
う
。    

　    （
11
月
18
日
執
筆
）

潮流を読む
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みどり立体駐車場　350円／1時間以降30分毎200円（7:00～24:00）

2月無休

教材編集や講師業を経て、リックテレ
コム入社。情報処理技術者試験の書籍
編集、モバイル分野の雑誌編集を担当
した後、ＩＴ経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳ
Ｓ」の編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企業
が主体となる等身大のＩＴ活用をテー
マに、全国の事例を取材し、伝えてい
る。各地の商工会議所においても、ＩＴ
事例やＤＸ入門のセミナーを担当。

石原  由美子
IT経営マガジン「COMPASS」編集長

（いしはら・ゆみこ）

株式会社 丸本組
宮城県石巻市恵み野三丁目1番地2
創業：1946年
従業員数：170人
事業内容：土木・建築工事の設計および請負
URL：https://maru-hon.co.jp/

建設現場の作業報告・経営の
見える化が各段にスピードアップ
―『共創』の事例

会社紹介を からを から
事例 vol.6

現場の業務には、最新の技術を使って便利さを
高めるチャンスが多々あります。

業務上大事なポイントや課題をＩＴベンダーと
共有しながら最適な仕組みを共に創りあげる
「共創」の取り組みは、今後さらに増えていくで
しょう。

●

●

事例からヨミトル

　

本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」に
掲
載
し
た
全
国

の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を
も
と
に
、中
小
企

業
の
経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
か
を
解
説
し
て
い
き
ま

す
。

　
モ
ノ
と
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
し
て
自
動
的

に
動
作
を
す
る
Ｉｏ
Ｔ
、人
の
判
断
を

代
行
す
る
Ａ
Ｉ
、無
人
航
空
機
ド
ロ
ー

ン（
飛
行
は
遠
隔
操
作
や
自
律
制
御
）

な
ど
、最
新
の
技
術
に
つ
い
て
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら

を
活
用
し
て
業
務
を
圧
倒
的
に
便
利

に
し
た
事
例
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　一見
、「
中
小
企
業
に
は
関
係
な
さ
そ

う
」な
気
が
し
ま
す
が
、そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
屋
外
で
仕
事
を

す
る
こ
と
が
多
い
第一次
産
業
や
建
設

業
な
ど
は
、新
し
い
Ｉ
Ｔ
技
術
を
適
用

で
き
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
最
新
技
術
を
現
場
業
務
に
生
か
す

際
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー

が
業
務
課
題
を
相
互
理
解
し
、シ
ス
テ

ム
を
試
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
も
の
に

育
て
て
い
く「
共
創
」と
い
う
在
り
方

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
の
建
設
業
・
丸
本
組
は
、県

内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
・
ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド
ワ
ー

ク
ス
社
と
共
創
し
、土
木
工
事
現
場
の

作
業
報
告
業
務
を
革
新
し
ま
し
た
。

（「CO
M
PASS

」2022

年
夏
号
か
ら
転
載（
記

載
内
容
は
掲
載
時
点
の
も
の
）

　
建
設
工
事
現
場
で
重
機
が
土
を
掘

削（
掘
っ
て
土
を
処
理
す
る
）。そ
の
様

子
を
カ
メ
ラ（一部
ド
ロ
ー
ン
）が
捉
え

る
。こ
れ
は
た
だ
の「
撮
影
」で
は
な

い
。

　
建
設
会
社
側
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
は
、重
機
の
稼
働
時
間
、掘
削

し
た
土
の
量
、日
／
週
ご
と
の
変
化
、

目
標
と
の
乖
離（
か
い
り
）な
ど
、工
事

の
判
断
に
必
要
な
情
報
が
見
や
す
く

表
示
さ
れ
る
。進
捗
状
況
が
す
ぐ
に
把

握
で
き
、デ
ー
タ
を
工
事
の
作
業
改
善

に
生
か
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、宮
城
県
石
巻
市
に
本
社
を

置
く
丸
本
組（
ま
る
ほ
ん
ぐ
み
）と
同

県
の
ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
社
の
共

創
に
て
開
発
し
た
、Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

工
事
進
捗（
し
ん
ち
ょ
く
）の
見
え
る
化

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、お
よ
び
活
用
の
様
子

で
あ
る
。

　「
工
事
の
進
捗
確
認
は
現
場
を
見
て

手
書
き
で
行
う
の
が一般
的
で
し
た
が
、

建
設
業
で
は
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
っ
て
遠

隔
で
把
握
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。取
引
の
あ
っ

た
ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
社
が
基
盤

と
な
る
映
像
解
析
サ
ー
ビ
ス
を
持
っ
て

い
る
と
聞
き
、掘
削
工
事
で
ど
う
使
え

る
か
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
丸
本
組
の
技
術
支
援
部
部
長
・
山

岸
邦
亘
氏
は
背
景
を
こ
う
説
明
す
る
。

　
映
像
を
元
に
重
機
の
動
き
を
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ（
デ
ー
タ
と
し
て
追
跡
）し
て
、Ａ

Ｉ
が
稼
働・非
稼
働
を
判
断
し
た
り
、ド

ロ
ー
ン
が
撮
影
し
た
画
像
か
ら
掘
削
し

た
土
の
量
を
は
じ
き
出
し
た
り
、デ
ー
タ

を
整
理
し
て
表
示
す
る
。

　
Ｉｏ
Ｔ/

Ａ
Ｉ
技
術
で
デ
ー
タ
取
得
は

容
易
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、「
生
か
し

方
」は
さ
ま
ざ
ま
だ
。ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド

ワ
ー
ク
ス
社
は
現
場
に
足
を
運
び
、ど
ん

な
デ
ー
タ
が
分
か
る
と
業
務
改
善
に
役

立
つ
か
、ど
の
よ
う
な
分
析
画
面
で
あ
れ

ば
使
い
や
す
い
か
を
理
解
し
、構
築
に

至
っ
た
。

　
丸
本
組
で
は
、デ
ー
タ
を
見
て
気
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
映
像
に
戻
って
確

認
で
き
る
の
で
、感
覚
的
に
も
分
か
り
や

す
く
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
る
。映
像

を
利
用
す
る
同
シ
ス
テ
ム
で
は
重
機
に

装
置
を
装
着
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、

セ
ン
サ
ー
付
き
の
重
機
に
変
え
る
な
ど

の
対
応
も
不
要
。現
場
に
影
響
を
与
え

ず
、ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
の
も
特
徴
だ
。

　
山
岸
氏
は
、「
工
事
を
行
う
側
か
ら

す
れ
ば
、監
視
さ
れ
て
い
る
感
じ
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、状
況
が
見

え
れ
ば
動
き
方
を
変
え
た
り
、計
画
を

練
り
直
し
た
り
、生
産
性
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。使
い
な
が
ら
さ
ら
に
よ

り
良
い
在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
、さ
ら
な
る
活
用
に
意
欲
を
見
せ
た
。

売れている　　　ランキング
エッセイ・自伝・ノンフィクション書 籍

今今

集計期間2022年10月～12月

第4回この沖縄本がスゴい！（2022年）受賞
琉球・沖縄の歴史はこの1冊から。
沖縄の先史時代から琉球国の盛衰、沖縄戦から現代までをわかりやすく解説。

【テルブックス】

【光文社】

死は存在しない

最先端量子科学は、「死後の世界」が存在
する可能性を示唆している。その興味深い
仮説とはどのようなものか、その仮説が正
しければ「死後の世界」とはどのようなも
のかを解説する。

シリーズ累計20万部! めざましテレビ、毎日
新聞、読売新聞などで紹介! 待望の第4弾‼
太陽、自然の営み、毎日あなたを応援してい
る全細胞…
すべては「愛」だと気づけたら世界が違って
見える‼
愛いっぱいの人生に変わる一冊

「80歳の壁」 
「心配すんな。全部上手くいく。」  ヒカル 著 （徳間書店）
「限りある時間の使い方」 

「22世紀の民主主義」 
「格差の起源」 
「生きるって、なに？」 たかのてるこ 著 （テルブックス）

「ルポ　誰が国語力を殺すのか」

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

１位

3位
4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

よくわかる琉球・沖縄史

世界は、
愛でできている
たかのてるこ 著  

【沖縄文化社】沖縄文化社 編  

田坂広志 著

2位

石井光太  著 （文藝春秋）

 オデッド・ガロー 著、柴田裕之 著、森内薫 翻訳 （NHK出版）

和田秀樹 著 （幻冬舎）

成田 悠輔 著 （SBクリエイティブ）

オリバー・バークマン 著、高橋璃子 翻訳 
 （かんき出版）
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みどり立体駐車場　350円／1時間以降30分毎200円（7:00～24:00）

2月無休

教材編集や講師業を経て、リックテレ
コム入社。情報処理技術者試験の書籍
編集、モバイル分野の雑誌編集を担当
した後、ＩＴ経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳ
Ｓ」の編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企業
が主体となる等身大のＩＴ活用をテー
マに、全国の事例を取材し、伝えてい
る。各地の商工会議所においても、ＩＴ
事例やＤＸ入門のセミナーを担当。

石原  由美子
IT経営マガジン「COMPASS」編集長

（いしはら・ゆみこ）

株式会社 丸本組
宮城県石巻市恵み野三丁目1番地2
創業：1946年
従業員数：170人
事業内容：土木・建築工事の設計および請負
URL：https://maru-hon.co.jp/

建設現場の作業報告・経営の
見える化が各段にスピードアップ
―『共創』の事例

会社紹介を からを から
事例 vol.6

現場の業務には、最新の技術を使って便利さを
高めるチャンスが多々あります。

業務上大事なポイントや課題をＩＴベンダーと
共有しながら最適な仕組みを共に創りあげる
「共創」の取り組みは、今後さらに増えていくで
しょう。

●

●

事例からヨミトル
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Ｓ
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Ｔ
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業
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経
営
に
お
い
て
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Ｔ
が
ど
の
よ
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に
役
立
つ
か
を
解
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し
て
い
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ま

す
。

　
モ
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と
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
し
て
自
動
的

に
動
作
を
す
る
Ｉｏ
Ｔ
、人
の
判
断
を

代
行
す
る
Ａ
Ｉ
、無
人
航
空
機
ド
ロ
ー

ン（
飛
行
は
遠
隔
操
作
や
自
律
制
御
）

な
ど
、最
新
の
技
術
に
つ
い
て
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら

を
活
用
し
て
業
務
を
圧
倒
的
に
便
利

に
し
た
事
例
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　一見
、「
中
小
企
業
に
は
関
係
な
さ
そ

う
」な
気
が
し
ま
す
が
、そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
屋
外
で
仕
事
を

す
る
こ
と
が
多
い
第一次
産
業
や
建
設

業
な
ど
は
、新
し
い
Ｉ
Ｔ
技
術
を
適
用

で
き
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
最
新
技
術
を
現
場
業
務
に
生
か
す

際
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー

が
業
務
課
題
を
相
互
理
解
し
、シ
ス
テ

ム
を
試
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
も
の
に

育
て
て
い
く「
共
創
」と
い
う
在
り
方

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
の
建
設
業
・
丸
本
組
は
、県

内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
・
ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド
ワ
ー

ク
ス
社
と
共
創
し
、土
木
工
事
現
場
の

作
業
報
告
業
務
を
革
新
し
ま
し
た
。

（「CO
M
PASS

」2022

年
夏
号
か
ら
転
載（
記

載
内
容
は
掲
載
時
点
の
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す
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を
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る
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は
た
だ
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な

い
。

　
建
設
会
社
側
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
は
、重
機
の
稼
働
時
間
、掘
削

し
た
土
の
量
、日
／
週
ご
と
の
変
化
、
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の
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事
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に
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な
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が
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や
す
く
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示
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れ
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が
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ぐ
に
把
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で
き
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の
作
業
改
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に
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て
い
る
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こ
れ
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、宮
城
県
石
巻
市
に
本
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丸
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ま
る
ほ
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み
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同
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く
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る
化

ソ
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、お
よ
び
活
用
の
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子

で
あ
る
。

　「
工
事
の
進
捗
確
認
は
現
場
を
見
て

手
書
き
で
行
う
の
が一般
的
で
し
た
が
、

建
設
業
で
は
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
っ
て
遠

隔
で
把
握
で
き
る
仕
組
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が
求
め
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れ

る
よ
う
に
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り
ま
し
た
。取
引
の
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た
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ポ
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ワ
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が
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と
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る
映
像
解
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サ
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ス
を
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て

い
る
と
聞
き
、掘
削
工
事
で
ど
う
使
え

る
か
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
丸
本
組
の
技
術
支
援
部
部
長
・
山

岸
邦
亘
氏
は
背
景
を
こ
う
説
明
す
る
。

　
映
像
を
元
に
重
機
の
動
き
を
ト
ラ
ッ

キ
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グ（
デ
ー
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と
し
て
追
跡
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て
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が
稼
働・非
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を
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り
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が
撮
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た
画
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ら
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た
土
の
量
を
は
じ
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出
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た
り
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を
整
理
し
て
表
示
す
る
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技
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で
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取
得
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易
に
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つ
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る
が
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さ
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ま
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に
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を
運
び
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改
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に
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の
よ
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な
分
析
画
面
で
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れ

ば
使
い
や
す
い
か
を
理
解
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築
に
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丸
本
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で
は
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を
見
て
気
に
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た
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と
が
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ば
映
像
に
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って
確
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る
の
で
、感
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的
に
も
分
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や
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く
、ノ
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ハ
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を
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で
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る
。映
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を
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す
る
同
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ム
で
は
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に
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を
装
着
す
る
必
要
が
な
い
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め
、
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ン
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付
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の
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機
に
変
え
る
な
ど

の
対
応
も
不
要
。現
場
に
影
響
を
与
え

ず
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タ
ー
ト
し
や
す
い
の
も
特
徴
だ
。

　
山
岸
氏
は
、「
工
事
を
行
う
側
か
ら

す
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ば
、監
視
さ
れ
て
い
る
感
じ
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
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し
、状
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が
見

え
れ
ば
動
き
方
を
変
え
た
り
、計
画
を

練
り
直
し
た
り
、生
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性
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。使
い
な
が
ら
さ
ら
に
よ

り
良
い
在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
、さ
ら
な
る
活
用
に
意
欲
を
見
せ
た
。
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…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………

１位

3位
4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

よくわかる琉球・沖縄史

世界は、
愛でできている
たかのてるこ 著  

【沖縄文化社】沖縄文化社 編  

田坂広志 著

2位

石井光太  著 （文藝春秋）

 オデッド・ガロー 著、柴田裕之 著、森内薫 翻訳 （NHK出版）

和田秀樹 著 （幻冬舎）

成田 悠輔 著 （SBクリエイティブ）

オリバー・バークマン 著、高橋璃子 翻訳 
 （かんき出版）

NAHA CCI NEWS No.83721 NAHA CCI NEWS No.837 20



通信

（写真1）イヘヤヤマタカマイマイ（伊平屋島固有種）

◀（写真3）
ガイドブックを手に
観察会を楽しむ参加者

（写真2）▶
配布したガイドブック

（A５サイズ）

最近「カタツムリ」にハマっています！
■「
カ
タ
ツ
ム
リ
」た
ち
が
語
る
の
は「
琉
球
列
島
の

生
い
立
ち
」

　
2
0
2
1
年
７
月
、琉
球
列
島（
奄
美
大
島
、徳
之

島
、沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）は
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
遺
産
価
値
は
、一
言
で

言
え
ば「
固
有
種
」た
ち
の
存
在
で
す
。固
有
種
た
ち

は
、琉
球
列
島
が
長
い
年
月
を
か
け
て
大
陸
か
ら
切

り
離
さ
れ
、小
さ
な
島
々
へ
と
姿
を
変
え
る
中
で
、

島
に
隔
離
さ
れ
、そ
こ
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
誕

生
し
ま
し
た
。特
に
、両
生
類
や
爬
虫
類
な
ど
に
多

く
の
固
有
種
が
見
ら
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
、飛
ん
だ

り
泳
い
だ
り
で
き
な
い
た
め
で
す
。同
じ
理
由
で
固

有
種
を
多
く
含
む
の
が「
カ
タ
ツ
ム
リ
」の
仲
間
で

す
。沖
縄
に
は
約
1
4
0
種
も
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
分

布
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
各
島
の
固
有

種
で
す（
写
真
１
）。つ
ま
り
、琉
球
列
島
の
カ
タ
ツ

ム
リ
た
ち
は
、「
大
地
の
歴
史
」を
語
る
生
き
証
人
な

の
で
す
。

■
足
元
に
い
る「
沖
縄
の
宝
物
」

　
2
0
2
1
年
12
月
〜
１
月
、当
館
で
は『
ゆ
る
〜

い
　
か
た
つ
む
り
展
』を
開
催
し
ま
し
た
。造
形
作

家
、河
野
甲
氏
に
よ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
の
リ
ア
ル
フ
ィ

ギ
ュ
ア
約
5
0
0
点
を
、親
し
み
や
す
い
解
説
パ
ネ

ル
と
と
も
に
展
示
し
た
本
展
は
、多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。展
示
を
担
当
し
た
私
は
、

そ
れ
以
来
す
っ
か
り
カ
タ
ツ
ム
リ
に
魅
せ
ら
れ
、気

づ
け
ば
ど
こ
に
出
か
け
て
も
カ
タ
ツ
ム
リ
を
探
す

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、自
宅（
南
城

市
）の
周
囲
だ
け
で
も
、な
ん
と
10
種
以
上
の
カ
タ

ツ
ム
リ
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
し
た
。し
か

も
、そ
の
大
半
が
沖
縄
の
固
有
種
、つ
ま
り
世
界
に

誇
る
べ
き「
沖
縄
の
宝
物
」だ
っ
た
の
で
す
。色
や
形

も
多
様
で
個
性
的
、周
囲
に
溶
け
込
み
忍
者
の
よ
う

に
暮
ら
す
彼
ら
を
見
て
い
る
と
、こ
れ
ま
で
数
々
の

試
練
を
生
き
抜
き
、島
の
環
境
に
適
応
し
て
き
た
長

い「
進
化
」の
歴
史
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
こ
の
感
動
を
伝
え
た
く
て

　
カ
タ
ツ
ム
リ
の
勉
強
を
は
じ
め
て
約
１
年
、こ
ん

な
に
も
近
く
に「
沖
縄
ら
し
い
自
然
」が
隠
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
私
は
、こ
の
感
動
を
１
人
で
も

多
く
の
人
に
伝
え
た
く
て
、意
を
決
し
て「
カ
タ
ツ

ム
リ
観
察
会
」を
企
画
し
ま
し
た（
2
0
2
2
年
10

月
8
日
実
施
）。ま
だ
ま
だ
カ
タ
ツ
ム
リ
初
心
者
で

す
が
、そ
こ
を
強
み
に
、誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い

図
鑑
の
よ
う
な「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
っ
て
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た（
写
真
２
）。カ
タ
ツ
ム

リ
の
基
本
的
な
性
質
の
ほ
か
、個
々
の
種
の
特
徴
に

つ
い
て
生
態
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
大
変
好
評
で
、参
加
者
の
皆
様
に
は
楽
し

く
カ
タ
ツ
ム
リ
を
観
察
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

■
カ
タ
ツ
ム
リ
は「
沖
縄
の
自
然
」を
知
る
入
り
口

　
琉
球
列
島
の
カ
タ
ツ
ム
リ
に
つ
い
て
は
、近
年
の

研
究
で
新
し
い
知
見
が
増
え
、ホ
ッ
ト
な
話
題
が
絶

え
ま
せ
ん
。そ
ん
な
カ
タ
ツ
ム
リ
た
ち
の
魅
力
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、身
近
な
自
然

の
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

展
示
や
観
察
会
な
ど
を
と
お
し
て
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  （
博
物
館
班 

主
任
学
芸
員 

菊
川 

章
）

ク
マ
ノ
ミ
類
や
褐
虫
藻
に
対
す
る
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
に
対
す
る
研
究
例
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
、沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
O
I
S
T
）の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
主
導
し
た

研
究
に
よ
り
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
進
化
に
よ
る
系
統
分
化
の
歴
史
に
関
す
る
新
た
な
情
報
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。本
研

究
成
果
に
よ
り
、ク
マ
ノ
ミ
と
宿
主
と
の
相
互
作
用
に
関
す
る
理
解
が
更
に
深
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

ニ
モ
が
住
む
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
触
手
か
ら

新
た
な
遺
伝
子
情
報
が
明
ら
か
に

　
ク
マ
ノ
ミ
類
が
ど
の
よ
う
に
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
触
手
に
あ
る
刺
胞
毒
を
防
ぐ
た
め
の
正
確
な
分

子
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、ク
マ
ノ
ミ
類
が
種
特
異
的
に
宿
主

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
を
選
択
す
る
こ
と
に
刺
胞
毒
が

関
与
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
共
生
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、本
研
究

で
は
、沖
縄
県
に
生
息
す
る
6
種
の
ク
マ
ノ
ミ
類
の
宿

主
で
あ
る
7
種
の
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
個
体
か

ら
触
手
を
採
取
し
ま
し
た
。

　
研
究
者
ら
は
、R
N
A-

seq
解
析
を
用
い
て
、

宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
触
手
か
ら
得
ら
れ
る

R
N
A
情
報
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。研
究
グ
ル
ー
プ

は
、何
千
も
の
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
か
ら
得
ら
れ

た
遺
伝
子
を
解
析
し
、そ
の
中
で
も
刺
胞
動
物
に
共
通

す
る
相
同
な
遺
伝
子（
同
一
祖
先
に
由
来
す
る
遺
伝

子
）の
う
ち
、種
分
化
に
よ
っ
て
分
か
れ
た
遺
伝
子
群

を
基
に
、進
化
系
統
樹
を
構
築
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

従
来
の
系
統
樹
よ
り
も
詳
細
な
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
種
分
化
の
進
化
的
関
係
を
示
す
系
統
樹
を
初
め

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
系
統
樹
解
析
に
よ
り
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

が
E
n
t
a
c
m
a
e
a
属
、H
e
t
e
r
a
c
t
i

s
属
、S
t
i
c
h
o
d
a
c
t
y
la
属
の
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、先
行
研
究
で
発
見
さ
れ
た
よ
う
に
、こ

れ
ま
で
H
e
t
e
r
a
c
t
i
s
属
に
分
類
さ
れ
て

い
た
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク（
H
e
t
e
r

a
c
t
i
s 

m
a
g
n
i
f
i
c
a
）は
、実
は

S
t
i
c
h
o
d
a
c
ty
la
属
に
属
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
海
洋
生
態
進
化
発
生
生
物
学
ユ
ニ
ッ
ト
の
博
士
課

程
学
生
で
、本
研
究
の
筆
頭
著
者
で
あ
る
柏
本
理
緒
さ

ん
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
は
、非
常
に
紛
ら
わ
し
い
外
見
を
し
て
い

ま
す
。触
手
が
S
t
i
c
h
o
d
a
c
ty
la
属
の

よ
う
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
状
で
は
な
く
、H
e
t
e
r
a

c
t
is
属
の
よ
う
に
長
く
見
え
ま
す
。触
手
な
ど
の

見
た
目
の
み
に
基
づ
い
て
種
の
同
定
を
行
う
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、分
子
デ
ー
タ
が
必
要

な
の
で
す
。」

　
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

（
左
）は
、長
い
触
手
を
持
つ
シ
ラ
イ

ト
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク（
中
央
）な
ど

の
H
e
t
e
r
a
c
t
i
s
属
に

形
態
が
酷
似
し
て
い
る
た
め
、分

類
学
的
に
は
H
e
t
e
r
a
c
t

i
s
属
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
よ
う
な
短

い
触
手
を
持
つ
ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク（
右
）な
ど
の
S
t
i
c

h
o
d
a
c
t
y
l
a
属
に
属

す
る
こ
と
が
遺
伝
子
情
報
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
。ま
た
、沖
縄
県
に

生
息
す
る
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ（
左

と
右
）は
、長
い
触
手
の
形
態
に
惑
わ
さ
れ
て
分
類
し

て
し
ま
う
人
間
と
は
異
な
り
、ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
と
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
み
に
共
生
で
き

る
こ
と
か
ら
、両
種
が
遺
伝
的
に
近
い
関
係
で
あ
る
こ

と
を
さ
ら
に
裏
付
け
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、刺
胞
動
物
の
刺
胞
に
関
連
す
る
遺
伝

子
に
も
注
目
し
ま
し
た
。刺
胞
は
、ク
マ
ノ
ミ
と
宿
主

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
相
互
作
用
を
理
解
す
る
上
で
重

要
で
す
。

　
柏
本
さ
ん
は
、次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。「
刺
胞
の

機
能
、つ
ま
り
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
の
毒
性
に
関

わ
る
遺
伝
子
を
理
解
す
る
こ
と
は
、特
定
の
ク
マ
ノ
ミ

類
の
宿
主
の
選
択
性
を
知
る
た
め
に
重
要
な
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。」

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、他
の
刺
胞
動
物
に
お
い
て
確
認

さ
れ
て
い
る
刺
胞
の
遺
伝
子
情
報
や
タ
ン
パ
ク
質
情

報
を
基
に
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
の
刺
胞
の
遺
伝

子
と
関
与
し
て
い
る
約
2
0
0
の
遺
伝
子
を
同
定
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
遺
伝
子
の
み
を
使
用
し
て
系
統
樹

を
作
成
す
る
と
、研
究
者
が
以
前
に
作
成
し
た
系
統
樹

と
同
じ
分
岐
構
造
を
示
し
ま
し
た
。つ
ま
り
、こ
れ
ら

の
潜
在
的
な
刺
胞
遺
伝
子
は
同
じ
宿
主
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
類
似

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。そ
の
う
ち
、セ
ン

ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は
、特
に
S
t
i
c
h
o
d
a

c
t
y
l
a
属
と
似
た
刺
胞
遺
伝
子
を
持
ち
、

S
t
i
c
h
o
d
a
c
t
y
la
属
に
進
化
的
に
近

い
分
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、す
べ
て
の
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
に
お
い

て
、刺
胞
に
関
連
す
る
遺
伝
子
の
数
が
同
程
度
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、宿
主
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
類
に
お
け
る
毒
性
の
違
い
は
、数
個
の
遺

伝
子
数
の
変
化
や
、発
現
の
強
さ
の
違
い
に
よ
り
生
じ

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、研
究
グ
ル
ー
プ
は
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

類
の
種
間
で
の
遺
伝
子
発
現
量
や
、同
種
に
お
い
て
ク

マ
ノ
ミ
類
を
ホ
ス
ト
す
る
状
態
と
ホ
ス
ト
し
な
い
状

態
で
の
触
手
の
遺
伝
子
発
現
量
へ
の
影
響
を
調
べ
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
の
全
ゲ
ノ
ム
配
列

を
決
定
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
で
す
。
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（A５サイズ）

最近「カタツムリ」にハマっています！
■「
カ
タ
ツ
ム
リ
」た
ち
が
語
る
の
は「
琉
球
列
島
の

生
い
立
ち
」

　
2
0
2
1
年
７
月
、琉
球
列
島（
奄
美
大
島
、徳
之

島
、沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）は
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
遺
産
価
値
は
、一
言
で

言
え
ば「
固
有
種
」た
ち
の
存
在
で
す
。固
有
種
た
ち

は
、琉
球
列
島
が
長
い
年
月
を
か
け
て
大
陸
か
ら
切

り
離
さ
れ
、小
さ
な
島
々
へ
と
姿
を
変
え
る
中
で
、

島
に
隔
離
さ
れ
、そ
こ
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
誕

生
し
ま
し
た
。特
に
、両
生
類
や
爬
虫
類
な
ど
に
多

く
の
固
有
種
が
見
ら
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
、飛
ん
だ

り
泳
い
だ
り
で
き
な
い
た
め
で
す
。同
じ
理
由
で
固

有
種
を
多
く
含
む
の
が「
カ
タ
ツ
ム
リ
」の
仲
間
で

す
。沖
縄
に
は
約
1
4
0
種
も
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
分

布
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
各
島
の
固
有

種
で
す（
写
真
１
）。つ
ま
り
、琉
球
列
島
の
カ
タ
ツ

ム
リ
た
ち
は
、「
大
地
の
歴
史
」を
語
る
生
き
証
人
な

の
で
す
。

■
足
元
に
い
る「
沖
縄
の
宝
物
」

　
2
0
2
1
年
12
月
〜
１
月
、当
館
で
は『
ゆ
る
〜

い
　
か
た
つ
む
り
展
』を
開
催
し
ま
し
た
。造
形
作

家
、河
野
甲
氏
に
よ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
の
リ
ア
ル
フ
ィ

ギ
ュ
ア
約
5
0
0
点
を
、親
し
み
や
す
い
解
説
パ
ネ

ル
と
と
も
に
展
示
し
た
本
展
は
、多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。展
示
を
担
当
し
た
私
は
、

そ
れ
以
来
す
っ
か
り
カ
タ
ツ
ム
リ
に
魅
せ
ら
れ
、気

づ
け
ば
ど
こ
に
出
か
け
て
も
カ
タ
ツ
ム
リ
を
探
す

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、自
宅（
南
城

市
）の
周
囲
だ
け
で
も
、な
ん
と
10
種
以
上
の
カ
タ

ツ
ム
リ
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
し
た
。し
か

も
、そ
の
大
半
が
沖
縄
の
固
有
種
、つ
ま
り
世
界
に

誇
る
べ
き「
沖
縄
の
宝
物
」だ
っ
た
の
で
す
。色
や
形

も
多
様
で
個
性
的
、周
囲
に
溶
け
込
み
忍
者
の
よ
う

に
暮
ら
す
彼
ら
を
見
て
い
る
と
、こ
れ
ま
で
数
々
の

試
練
を
生
き
抜
き
、島
の
環
境
に
適
応
し
て
き
た
長

い「
進
化
」の
歴
史
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
こ
の
感
動
を
伝
え
た
く
て

　
カ
タ
ツ
ム
リ
の
勉
強
を
は
じ
め
て
約
１
年
、こ
ん

な
に
も
近
く
に「
沖
縄
ら
し
い
自
然
」が
隠
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
私
は
、こ
の
感
動
を
１
人
で
も

多
く
の
人
に
伝
え
た
く
て
、意
を
決
し
て「
カ
タ
ツ

ム
リ
観
察
会
」を
企
画
し
ま
し
た（
2
0
2
2
年
10

月
8
日
実
施
）。ま
だ
ま
だ
カ
タ
ツ
ム
リ
初
心
者
で

す
が
、そ
こ
を
強
み
に
、誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い

図
鑑
の
よ
う
な「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
っ
て
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た（
写
真
２
）。カ
タ
ツ
ム

リ
の
基
本
的
な
性
質
の
ほ
か
、個
々
の
種
の
特
徴
に

つ
い
て
生
態
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
大
変
好
評
で
、参
加
者
の
皆
様
に
は
楽
し

く
カ
タ
ツ
ム
リ
を
観
察
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

■
カ
タ
ツ
ム
リ
は「
沖
縄
の
自
然
」を
知
る
入
り
口

　
琉
球
列
島
の
カ
タ
ツ
ム
リ
に
つ
い
て
は
、近
年
の

研
究
で
新
し
い
知
見
が
増
え
、ホ
ッ
ト
な
話
題
が
絶

え
ま
せ
ん
。そ
ん
な
カ
タ
ツ
ム
リ
た
ち
の
魅
力
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、身
近
な
自
然

の
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

展
示
や
観
察
会
な
ど
を
と
お
し
て
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  （
博
物
館
班 

主
任
学
芸
員 

菊
川 

章
）

ク
マ
ノ
ミ
類
や
褐
虫
藻
に
対
す
る
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
に
対
す
る
研
究
例
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
、沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
O
I
S
T
）の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
主
導
し
た

研
究
に
よ
り
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
進
化
に
よ
る
系
統
分
化
の
歴
史
に
関
す
る
新
た
な
情
報
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。本
研

究
成
果
に
よ
り
、ク
マ
ノ
ミ
と
宿
主
と
の
相
互
作
用
に
関
す
る
理
解
が
更
に
深
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

ニ
モ
が
住
む
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
触
手
か
ら

新
た
な
遺
伝
子
情
報
が
明
ら
か
に

　
ク
マ
ノ
ミ
類
が
ど
の
よ
う
に
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
触
手
に
あ
る
刺
胞
毒
を
防
ぐ
た
め
の
正
確
な
分

子
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、ク
マ
ノ
ミ
類
が
種
特
異
的
に
宿
主

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
を
選
択
す
る
こ
と
に
刺
胞
毒
が

関
与
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
共
生
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、本
研
究

で
は
、沖
縄
県
に
生
息
す
る
6
種
の
ク
マ
ノ
ミ
類
の
宿

主
で
あ
る
7
種
の
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
個
体
か

ら
触
手
を
採
取
し
ま
し
た
。

　
研
究
者
ら
は
、R
N
A-

seq
解
析
を
用
い
て
、

宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
触
手
か
ら
得
ら
れ
る

R
N
A
情
報
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。研
究
グ
ル
ー
プ

は
、何
千
も
の
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
か
ら
得
ら
れ

た
遺
伝
子
を
解
析
し
、そ
の
中
で
も
刺
胞
動
物
に
共
通

す
る
相
同
な
遺
伝
子（
同
一
祖
先
に
由
来
す
る
遺
伝

子
）の
う
ち
、種
分
化
に
よ
っ
て
分
か
れ
た
遺
伝
子
群

を
基
に
、進
化
系
統
樹
を
構
築
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

従
来
の
系
統
樹
よ
り
も
詳
細
な
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
種
分
化
の
進
化
的
関
係
を
示
す
系
統
樹
を
初
め

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
系
統
樹
解
析
に
よ
り
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

が
E
n
t
a
c
m
a
e
a
属
、H
e
t
e
r
a
c
t
i

s
属
、S
t
i
c
h
o
d
a
c
t
y
la
属
の
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、先
行
研
究
で
発
見
さ
れ
た
よ
う
に
、こ

れ
ま
で
H
e
t
e
r
a
c
t
i
s
属
に
分
類
さ
れ
て

い
た
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク（
H
e
t
e
r

a
c
t
i
s 

m
a
g
n
i
f
i
c
a
）は
、実
は

S
t
i
c
h
o
d
a
c
ty
la
属
に
属
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
海
洋
生
態
進
化
発
生
生
物
学
ユ
ニ
ッ
ト
の
博
士
課

程
学
生
で
、本
研
究
の
筆
頭
著
者
で
あ
る
柏
本
理
緒
さ

ん
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
は
、非
常
に
紛
ら
わ
し
い
外
見
を
し
て
い

ま
す
。触
手
が
S
t
i
c
h
o
d
a
c
ty
la
属
の

よ
う
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
状
で
は
な
く
、H
e
t
e
r
a

c
t
is
属
の
よ
う
に
長
く
見
え
ま
す
。触
手
な
ど
の

見
た
目
の
み
に
基
づ
い
て
種
の
同
定
を
行
う
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、分
子
デ
ー
タ
が
必
要

な
の
で
す
。」

　
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

（
左
）は
、長
い
触
手
を
持
つ
シ
ラ
イ

ト
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク（
中
央
）な
ど

の
H
e
t
e
r
a
c
t
i
s
属
に

形
態
が
酷
似
し
て
い
る
た
め
、分

類
学
的
に
は
H
e
t
e
r
a
c
t

i
s
属
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
よ
う
な
短

い
触
手
を
持
つ
ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク（
右
）な
ど
の
S
t
i
c

h
o
d
a
c
t
y
l
a
属
に
属

す
る
こ
と
が
遺
伝
子
情
報
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
。ま
た
、沖
縄
県
に

生
息
す
る
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ（
左

と
右
）は
、長
い
触
手
の
形
態
に
惑
わ
さ
れ
て
分
類
し

て
し
ま
う
人
間
と
は
異
な
り
、ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
と
セ
ン
ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
み
に
共
生
で
き

る
こ
と
か
ら
、両
種
が
遺
伝
的
に
近
い
関
係
で
あ
る
こ

と
を
さ
ら
に
裏
付
け
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、刺
胞
動
物
の
刺
胞
に
関
連
す
る
遺
伝

子
に
も
注
目
し
ま
し
た
。刺
胞
は
、ク
マ
ノ
ミ
と
宿
主

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
相
互
作
用
を
理
解
す
る
上
で
重

要
で
す
。

　
柏
本
さ
ん
は
、次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。「
刺
胞
の

機
能
、つ
ま
り
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
の
毒
性
に
関

わ
る
遺
伝
子
を
理
解
す
る
こ
と
は
、特
定
の
ク
マ
ノ
ミ

類
の
宿
主
の
選
択
性
を
知
る
た
め
に
重
要
な
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。」

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、他
の
刺
胞
動
物
に
お
い
て
確
認

さ
れ
て
い
る
刺
胞
の
遺
伝
子
情
報
や
タ
ン
パ
ク
質
情

報
を
基
に
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
の
刺
胞
の
遺
伝

子
と
関
与
し
て
い
る
約
2
0
0
の
遺
伝
子
を
同
定
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
遺
伝
子
の
み
を
使
用
し
て
系
統
樹

を
作
成
す
る
と
、研
究
者
が
以
前
に
作
成
し
た
系
統
樹

と
同
じ
分
岐
構
造
を
示
し
ま
し
た
。つ
ま
り
、こ
れ
ら

の
潜
在
的
な
刺
胞
遺
伝
子
は
同
じ
宿
主
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
類
似

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。そ
の
う
ち
、セ
ン

ジ
ュ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は
、特
に
S
t
i
c
h
o
d
a

c
t
y
l
a
属
と
似
た
刺
胞
遺
伝
子
を
持
ち
、

S
t
i
c
h
o
d
a
c
t
y
la
属
に
進
化
的
に
近

い
分
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、す
べ
て
の
宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
に
お
い

て
、刺
胞
に
関
連
す
る
遺
伝
子
の
数
が
同
程
度
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、宿
主
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
類
に
お
け
る
毒
性
の
違
い
は
、数
個
の
遺

伝
子
数
の
変
化
や
、発
現
の
強
さ
の
違
い
に
よ
り
生
じ

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、研
究
グ
ル
ー
プ
は
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

類
の
種
間
で
の
遺
伝
子
発
現
量
や
、同
種
に
お
い
て
ク

マ
ノ
ミ
類
を
ホ
ス
ト
す
る
状
態
と
ホ
ス
ト
し
な
い
状

態
で
の
触
手
の
遺
伝
子
発
現
量
へ
の
影
響
を
調
べ
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、宿
主
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
の
全
ゲ
ノ
ム
配
列

を
決
定
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
で
す
。
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2・3月スケジュール 1月事務局日誌

首里金城町石畳道
琉球王国時代の歴史を感じる石畳の道

　首里金城町石畳道は、首里城から国場川の真玉橋に至る長さ
4km、総延長 10kmの官道であった真珠道（まだまみち）の一部
でしたが、第二次世界大戦の沖縄戦で真珠道の大半は破壊され、
金城町に現存する 238m の区間が首里金城町石畳道としてそ
の姿を現在に伝えています。
　石畳の敷石は20～30cm程の琉球石灰岩を組み合わせた「乱
れ敷き」という手法が用いられており、道路沿いの屋敷囲いは
「あいかた積み」とよばれる手法を用いて積まれた石垣と赤瓦屋
根の木造住宅が見られ、琉球王国時代の城下町の風情を感じな
がら、散策を楽しむことができます。

今月
の表
紙

所在地▶〒903-0815 沖縄県那覇市首里金城町 2-35 付近

春の特別講演会　朝原宣治氏
「心のバトンパス　
～チームワークとコミュニケーションの重要性～」
九州商工会議所連合会　専務理事会
【講演】なは創業サポートセンター
沖縄県プラットフォーム推進協議会
第227回珠算検定試験
マル経審査会
正副会頭会議
金融部会、観光・サービス部会、
文化・情報部会、建設部会
卸売部会、交通・運輸部会
貿易部会、工業部会、小売部会
第2回令和5年度三役予定者会議（青年部）
経済団体会議　幹事会
第111回九州商工会議所女性会連合会役員会
会議:会員大会（青年部、県連）
永年勤続優良従業員表彰式
経営者講演会「M＆Aはじめの一歩」
第163回簿記検定試験
うちなー健康企業会　第３回定例会＆セミナー
沖縄日本香港協会　春節ランチセミナー
正副会頭会議
販促セミナー
経済団体会議　幹事会
大那覇空港シンポジウム

2月3日（金）

2月10日（金）

2月12日（日）
2月14日（火）
2月15日（水）
2月16日（木）

2月17日（金）
2月20日（月）

2月22日（水）

2月23日（木）
2月24日（金）

2月26日（日）
3月10日（金）

3月15日（水）
3月16日（木）
3月22日（水）
3月27日（月）

経済団体合同新年宴会

経済団体会議　幹事会

経済団体会議

正副会頭会議

日本商工会議所 常議員会・議員総会

（女性会）那覇単会セミナー＆
県連若手セミナー

1月4日（水）

1月6日（金）

1月11日（水）

1月18日（水）

1月19日（木）

1月25日（水）
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                           琉球リース総合ビル6F https://nahacci.com
那覇商工会議所

2・3月スケジュール 1月事務局日誌

首里金城町石畳道
琉球王国時代の歴史を感じる石畳の道

　首里金城町石畳道は、首里城から国場川の真玉橋に至る長さ
4km、総延長 10kmの官道であった真珠道（まだまみち）の一部
でしたが、第二次世界大戦の沖縄戦で真珠道の大半は破壊され、
金城町に現存する 238m の区間が首里金城町石畳道としてそ
の姿を現在に伝えています。
　石畳の敷石は20～30cm程の琉球石灰岩を組み合わせた「乱
れ敷き」という手法が用いられており、道路沿いの屋敷囲いは
「あいかた積み」とよばれる手法を用いて積まれた石垣と赤瓦屋
根の木造住宅が見られ、琉球王国時代の城下町の風情を感じな
がら、散策を楽しむことができます。

今月
の表
紙

所在地▶〒903-0815 沖縄県那覇市首里金城町 2-35 付近

春の特別講演会　朝原宣治氏
「心のバトンパス　
～チームワークとコミュニケーションの重要性～」
九州商工会議所連合会　専務理事会
【講演】なは創業サポートセンター
沖縄県プラットフォーム推進協議会
第227回珠算検定試験
マル経審査会
正副会頭会議
金融部会、観光・サービス部会、
文化・情報部会、建設部会
卸売部会、交通・運輸部会
貿易部会、工業部会、小売部会
第2回令和5年度三役予定者会議（青年部）
経済団体会議　幹事会
第111回九州商工会議所女性会連合会役員会
会議:会員大会（青年部、県連）
永年勤続優良従業員表彰式
経営者講演会「M＆Aはじめの一歩」
第163回簿記検定試験
うちなー健康企業会　第３回定例会＆セミナー
沖縄日本香港協会　春節ランチセミナー
正副会頭会議
販促セミナー
経済団体会議　幹事会
大那覇空港シンポジウム

2月3日（金）

2月10日（金）

2月12日（日）
2月14日（火）
2月15日（水）
2月16日（木）

2月17日（金）
2月20日（月）

2月22日（水）

2月23日（木）
2月24日（金）

2月26日（日）
3月10日（金）

3月15日（水）
3月16日（木）
3月22日（水）
3月27日（月）

経済団体合同新年宴会

経済団体会議　幹事会

経済団体会議

正副会頭会議

日本商工会議所 常議員会・議員総会

（女性会）那覇単会セミナー＆
県連若手セミナー

1月4日（水）

1月6日（金）

1月11日（水）

1月18日（水）

1月19日（木）

1月25日（水）
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首里金城町石畳道首里金城町石畳道
今月のカバー今月のカバー

24pにて店舗紹介しています。24pにて店舗紹介しています。

2 23

特集特集

電気料金の大幅な値上げの
負担軽減に向けた更なる支援を要請


